
 

 

(1)の別解 （予習シリーズの解法） 

 

A と Bが 2人で 12分間でした仕事量は， 

 (6+4)×12=120 

C管で入れた量は 

144－120=24 

C管で入れた時間は 

  24÷3=8分 

C管が停止していた時間は 

  12－8 = 4分 

 

 

 

４分 

(1) 

A,B,C の 1 分あたりの仕事

量の比は 

12分全部３管で入れたとすると 

 13×12 = 156 

したがって，A と B の２管で入れた時間は 

 (156-144)÷(13-10) = 4分 

 

４分 
C が停止していた時間 



 

ポンプ１台が１分間にくみ出す能力を 

  ①L / 分 とすると， 

2台で 50分間にくみ出す量は 

 ②×50=100 L 

3台で 30分間にくみ出す量は 

 ③×30=90 L 

20分間に流入する水の量は 

  100－90 = 10L 

1分間に流入する量は 

  10÷20 = 0.5L 

0.5Lが 6Lにあたるので 

①は 6÷0.5 = 12L 

 ・・・１分間にくみ出す水量 
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(2) 

ポンプ２台のときを考えると， 

 満水のときの水の量は， 

 12×2×50 － 6×50 = 900L 

 ポンプ 8台で１分間にくみ出す量は 

12×8=96 

1分間に流入する量は 6L なので， 

 900Lを空にするのにかかる時間（▲）は   

 900÷(96-6) = 10分 

   

   

   

 

  

その 2 

 12L 10分 



その 3 

     2250÷250＝9 回  30分が 9回分の最大 

 

５時間ピッタリのときは 

前の値段ですから 

2850円の範囲は 

５時間をこえて，５時間３０分ま

でとなります。 

5時間をこえて，5時間 30分まで 



  

その 4 

 



 

その 5 



  

 

(1) 円すいの体積 = 底面積 x 高さ x 
1

3
 

            ↓ 

    アの体積（水の量） = 6x6x3.14x16x
1

3
 

                      = 192x3.14 (cm2) 

     イの容器で水面が上がった分は， 

       (192x3.14) ÷ (8x8x3.14) 

              = 192 ÷ 64 

              = 3 cm ・・・上がった分 

   したがって，イの水の高さは， 

       2.5 + 3 = 5.5 cm 

 

(2) 13 - 5.5 = 7.5 cm ・・・イの空気の部分の高さ 

   したがって，求める体積は， 

     8x8x3.14 x 7.5 = 1507.2 cm3 

5.5 cm 

 

イの底面積 
 

1507.2 cm3 

(3)   

 

 

 

上の図の P と Q は直角三角形で， 

 a+b=90°  b+c=90° より， 

  a = c 

 よって，P と Q は相似形。  

P の高さと底辺の比は 12 : 5 なので， 

Q の底辺（▲）の長さは 

   16x
5

12
 = 6

𝟐

𝟑
 cm 

Q と円柱部分は 高さが同じなので，底辺

の長さで 体積を比べます。 

したがって，求める割合は， 

  6
𝟐

𝟑
 ÷(13+13) = 

𝟏𝟎

𝟑𝟗
 

  

 

10

39
 

その 6 



 

 

その 7 

下のような 氷 を考えたときに 溶けると 水 になります。 

水になったとき 水面は平になります。 → 高さは平均になる。 

(2) 容器をもとに戻したときの水面の高さは 

水の体積は 

AE + CG = BF + DH 

12 + 4 = BF + 6 


